
●子ども食堂をつくろう!   豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク編著：明石書店<369.4> 

●おいで、一緒に行こう   森 絵都著：文藝春秋<645.6> 

●ブータン、これでいいのだ   御手洗 瑞子著：新潮社<302.2> 

●誰かのためなら人はがんばれる   木山 啓子著：かんき出版<333.8> 

●心をケアする仕事がしたい!   斉藤 弘子編・著：言視舎<146.8> 

●ママたちを支援する。ママたちが支援する。   ふらっとスペース金剛編：せせらぎ出版<369.4> 

●人が集まるボランティア組織をどうつくるのか   長沼 豊著：ミネルヴァ書房<369.7> 

●ひとりではじめたアフリカボランティア   栗山 さやか著：金の星社<916> 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～12月 5日は国際ボランティア・デー～ 

〒030-0822  青森市中央 3 丁目 17-1  TEL：017-732-1024  FAX：017-732-1073 

利用時間 9：00～19：00（日曜・祝日は 17：00 まで）＊休館日 水曜日・年末年始・図書整理日 

青森県男女共同参画センター 

情報ライブラリー  

◆このほかにも、たくさんの所蔵があります。また貸出中の図書は予約することができます。 

くわしくは、情報ライブラリーまでお気軽にお問い合わせください。 

情報ライブラリー 
ご利用案内 

職業は武装解除 
 

瀬谷 ルミ子著 

朝日新聞出版 

2011.9 <319.8> 

 

紛争地には兵士以外の職業がない。生き方を選べる環境を届

けるために、私は武器を回収するプロになった…。30 代の若

さで『Newsweek 日本版』の「世界が尊敬する日本人 25 人」

に選出された著者が、自らの軌跡を綴る。 

令和 2 年度  

パリの国連で夢を食う。 
 
川内 有緒著 

イースト・プレス 
2014.9 <916> 
 
転職先は国連。世界一のお役所と自由なパリで、“自分を生
きる”を考えた…。パリと国連での 5 年半におよぶ体験を
ユーモラスに描いた、30 代女性のライフストーリー。『レ
ポ』掲載を大幅に加筆、修正し単行本化。 

青森県男女共同参画センター及び青森県子ども家庭支援センターは指定管理者青森コミュニティビジネス㈱が受託・運営しています。 

ただめしを食べさせる食堂が今日も黒字の理由 
 
小林 せかい著 

太田出版 

2016.12 <673.9> 
 
店主 1 人、客席 12 席の小さな定食屋。メニューは 1 日 1 種だ

け、50 分のお手伝いで 1 食無料になる「まかない」などの超・

合理的な運営システムとちょっとした非常識。業種を超えて注目

される“起業”の形を紹介する。 

「国際協力」を 

やってみませんか? 
 

山本 敏晴著 

小学館 

2012.4 <333.8> 
 

どこで、どのように、なぜ国際協力をやるのか? アフリカや中

東で医療援助活動を行う著者が、国際協力のことを知らない初

心者に対して説明する会話形式で、国際協力の世界の全貌をわ

かりやすく伝える。 
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